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※概要（Summary ）： 
生体骨を修復するための複合材料には骨との高い親

和性が要求される。体液環境において表面に骨類似アパ

タイトを沈着する材料は、骨欠損部において高い組織親

和性を示す。この骨類似アパタイトの形成は、材料表面の

形態と組成により支配されている。本実験では、人工骨用

複合材料の表面形態と組成を調べた。 
 
※実験（Experimental）： 
人工骨用材料としてリン酸三カルシウム(TCP)／ポリメ

チルメタクリレート(PMMA)複合体を作製した。この複合体
の表面形態を走査電子顕微鏡(SEM, SEM5200, Hitachi, 
Ltd.)で観察した。さらに、エネルギー分散型Ｘ線分光装
置 (EDX, EX-250, Horiba, Ltd.)を用いて Ca元素の分布
をマッピング分析した。 
 
※結果と考察（Results and Discussion）： 

SEM 像と EDX の結果を図 1 に示す。TCP は、
PMMA の粒子の間に存在することが確認された。
TCPの露出面積や露出する頻度を、Ca元素の分布か
ら計算で推定できた。TCP／PMMA 複合体をヒトの
血漿を模倣した水溶液（擬似体液）に浸漬したところ、

TCPと PMMA粒子の界面が多くなるほど、骨類似ア
パタイトの形成が促進される現象が認められた。 
 

 
図 1．リン酸三カルシウム(TCP)／ポリメチルメタク
リレート(PMMA)複合体の表面。(a) SEM像、(b) Ca
マッピングの結果。 
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